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■ 「第一のことは第一に」  酒をやめられない青年の刑事事件（国選弁護人）を担当して 
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弁護士 石川浩一郎  

１ はじめに 

昨年私は、酒をやめられない青年の刑事事件（国選弁護人）を担当し、ＡＡの皆様のご協力を頂きました。改めて感謝申し上げます。 

私が担当した青年は、酒を飲み強盗致傷事件を起こしてしまいました。被害者の怪我は擦り傷程度、被害金額は 1,000円でしたが、強

盗致傷事件は重大犯罪です。4年を超える懲役刑が下されました。判決後、彼は「ＡＡと繋がれたことは僕の人生において大きなターニン

グポイントになりました。」「やっと覚悟ができました。」と言ってくれました。これから少し、法廷で語られたことを中心に彼の話をさせて頂き

ます。 
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２ 飲酒と犯罪 

彼は、活発な子供で小学生のころからバレーボールをやり、週末

は父親と一緒にバレーボールの練習に行っていました。彼の父親

は酒が好きで毎日飲んでいたようです。週末のバレーボールの練

習の帰りにも彼の父親は酒を飲み、小学生であった彼にも缶チュ

ーハイを買い与え、飲ませていました。彼の飲酒は小学生時代に

はじまりましたが、週末以外は飲酒することもなく、中学に進んだ時

点では飲酒することもなくなっていました。 

彼の飲酒が習慣化したのは、高校を中退し、働くようになってか

らでした。職場の仲間と仕事終わりによく居酒屋で飲んでいました。

そのような中、仲の良かった父親の死や離婚という出来事を通じて、

彼の飲酒量は増えました。連日記憶をなくすまで飲み、暴れたり、

問題を起こしたりしていました。目が覚めると、飲んでいたときの記

憶がない状態でした。周囲からは「酒を飲まなければ良い奴なの

に」と言われるようになりました。 

そのうち、酒を飲まなければ仕事に行けなくなり、酒を飲んで仕

事をサボるようになりました。ついには、酒を飲んで犯罪を起こしま

した。私が担当する事件を起こすまでに彼は４件の事件を起こして

いました。刑務所から出て、酒を飲み、間もなく犯罪を起こすという

事を繰り返していました。 

いずれも犯行時の記憶がない状態での事件でした。罪を犯すた

びに今度こそは酒をやめようと思うのですが、出所し、酒が飲める

状態になると飲んでしまいました。 

今回の事件も、就職や今後の生活についての相談実施を予定

していた中、酒を飲み、出所後２週間で起こしたものでした。事件

から４時間後の警察署での検査では呼気から高濃度のアルコール

が検出されました。今回も彼には、犯行時の記憶がありませんでし

た。 

３ ＡＡとの繋がった彼の変化 

彼は、今回の事件を起こした当時、酒をやめられない自分の状

態、アルコール依存症であるとの認識がありませんでした。自分は

違う、大丈夫、自分で何とかできると思っていたのです。 

私は以前、ギャンブル依存症の方が起こした刑事事件を担当し、

ＧＡに協力をお願いしたことがありました。その経験から、今回、Ａ

Ａの皆様、常任理事会の皆様に繋がらせて頂きました。 

皆様には多大なるご協力を頂きました。彼にアルコール依存症

を理解して貰い、彼が一人でないこと、仲間と一緒に酒をやめ続け

て行けることなどを伝えたりするアドバイスを頂いたり、メンバーの

方をご紹介頂いたりしました。 

ご紹介いただいたメンバーの方とともに遠くの拘置所まで来て頂

き、彼に会って話もして頂きました。ＡＡのことやご自身の経験、経

験と力と希望の話なども頂きました。彼が笑顔を見せ、目をキラキラ

させてメンバーの方と会話していたのが印象的でした。 

裁判では、メンバーに法廷で証人としてお話しして頂きました。

彼が刑務所に入っ

た後や社会復帰後

の支援の話だけで

なく、ご自身の壮絶

な半生や家族関係

の修復が図られる

までの道のり等を

お話し頂きました。 
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また、日本では現在ビッグブック（日本語版ハードカバー版）個

人の物語の改訂のための原稿を募集中です。（詳細はＮＬ192号、

ＪＳＯホームページに掲載中。2020年1月末締切）まさにこの冊子と

同じ目的をもって日本語版のビッグブックの後半に掲載されるもの

です。ＡＡメンバーご自身の、個人の（回復の）物語の応募もお待

ちしております。 

 

■ ニューズレターって何？ 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * 

ニューズレター担当理事 堀 

 皆さん、ニューズレターって何なのか知っていますか？2ヶ月に

1 回、サービスに関する記事が載っているお知らせ？関係者への

広報に使える資料？BOX-916 は誌上を通じたミーティングと分か

りやすいが、ニューズレターは何なのか、何のために発刊されてい

るのかと改めて聞かれると、はっきりと答えられない。 

 AA日本の 20周年記念集会にちなんで発刊された『いくたびも

の出会いを重ねて ＡＡ日本 20年の歩み』１１２頁の「AA日本ニュ

ーズレター索引集」を見ると、No.1 は 1986 年 10月 20日に創刊さ

れ、内容は「‘86 秋季関東ラウンドアップ（10/19〜21）（春に続いて

秋も）、「各委員会活動報告（文書・総務・地区委員会幹事集会・病

院施設委員会）」 となっている。ここからスタートして本号である

194号に至るまで、32年にわたって年 6回ずつ発刊されてきた。 

 さらに『AA 日本 30 周年記念誌 1995～2005「今、そして未来

へ」』１２７頁には、No.50（95/1/20）は、「AA日本 20周年記念集会

（3/24~26）特別号／さあ、行こう、大宮へ!」、 No.100（03/6/20）は

「100 号記念特集号 私のステップ 1.2.3」がトピックとして記載され

ている。この他、これまでに掲載された主な記事を挙げてみると、

献金のお願いや新刊のお知らせ、海外のイベントに参加した報告、

関係者からの寄稿、全国のグループ紹介などなど実に多岐にわた

っている。 

 現在、ニューズレターは年 6 回発刊しているが、内容は、関係

者からの寄稿、常任理事・評議員らの報告（就任、退任、評議会、

WSMなど）、各地域のイベント紹介、JSOより（書籍案内、伝統に関

する分かち合い）などで構成されている。創刊以来、貴重なサービ

スの分かち合いをするとともに、関係者との橋渡しの役割を果たし

てきたのではないかと思う。 

 ちなみに、アメリカの AA で BOX-916 に相当するものは

「GRAPEVINE 」であるが、ニューズレターに相当するものは

「Box459」である。Box459 は、年 4 回発刊で、サービス・書籍・イベ

ントに関する情報、各グループ、サービス委員会、個人からの分か

ち合いとなっている。No.192（18/10/20）には Box459 (Vol.64, 

No.1 / Spring 2018)からの翻訳記事（「ＡＡ鄭州（ていしゅう）コンベ

ンション：ソブライティへの鈍行列車」）が掲載されているので、ご一

読いただければと思う。 

 さて、自分自身のニューズレターとの関係を振り返ってみると、

ニューズレター担当でありながら、甚だ申し訳ないのだが、どうして

も 2 ヶ月に 1 回 BOX-916 に付いてくるものといった程度の認識し

か持ち合わせていなかった。しかしながら、40 周年記念集会実行

委員会委員長をさせていただいていた時は、幾度となく特集を組

んでもらい、活動状況、参加の呼びかけ、終了した後のお礼を掲

載していただき大変お世話になった。また、関係者からの AA に対

する厳しい批判を含んだ記事には、ハッとさせられるものがある。

No.184(17/6/20)「日本のＡＡについて感じていること、期待してい

ること（一応援団として）」には、関係者からの今の日本の AA に対

する率直な意見が寄せられていて、広報のあり方やアノニミティに

ついて考えさせられ、大いに参考になった。 

 こうやって改めて考えてみるとニューズレターには、BOX-916と

は違った魅力、役割、可能性があることに気付かされる。もう一度、

ニューズレターの内容について担当理事として考えてみたい。もっ

と常任理事会からの発信を増やしたり、メンバーの関心がある伝統

やサービスに関する分かち合いをしたり、広報にも活用できるよう

な内容にできればと考えている。全国の皆さんからも何かアイデア、

ニューズレターの活用方法の分かち合いなど、ご意見をいただけ

ればと思う。 

ところでこのニューズレターは、第６８号から最新号までがｐｄｆ化

されてホームページでもお読みいただけます。 

また先日、仲間の大きな協力により第１号から第６７号もｐｄｆ化さ

れました。ありがとうございました。近くホームページに掲載いたしま

す。もう少しお待ちください。 

 

■ 第２４回評議会が開催されました 
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日時：２０１９年２月９日（土）１３時～１１日（月）１５時 

場所：幕張セミナーハウス 

関係者の皆様の大きなお力添えによって、また、ＡＡグループ、

AA メンバーの献身と献金によって、今年もまた、無事に開催され

ましたこと、心よりお礼申し上げます。出席者からの投稿を次号（１

９５号、４月２０日発刊）に予定しています。 

また今号の最終頁には１８８号にも掲載しました「ＡＡの三つの

レガシー＝三角形」を再掲載いたします。コピーしていただいても

構いません。どうぞご活用ください。 
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家族でなく酒を選び、瀕死の状態になって、病院の入退院を繰り

返し、幻聴・幻視に苦しんでもなお飲まずにはいられない状態、

「飲んでも死ぬ、飲まなくても死ぬ」との話や酒をやめ続けて生活

することでやり直せた話等を法廷で、彼に語りかけるように話して頂

きました。 

彼だけでなく、裁判官、裁判員の皆様、傍聴人の方々にもアルコ

ール依存症の苦しさ、壮絶さ、酒をやめ続けて生活する意味が伝

わったと思います。 

メンバーの話を受け、彼の尋問が行われました。飲酒歴、過去の

事件歴、今回の事件の経緯、被害者への謝罪、反省、今後ＡＡと

繋がり酒をやめた生活を送っていくことなどについて彼の言葉で語

られました。 

法廷での彼の姿は、私が最初に拘留されている彼にあったとき

の姿とは変わっていました。ＡＡやメンバーと繋がり、孤独感、喪失

感、諦めといった暗さ、重さといったような影が消えつつあるように

感じました。裁判までの間に、自分の棚卸をし、今後の生活に対す

る希望を感じていたのだと思います。 

裁判の最後に、彼は「今回、ＡＡの皆様から「第一のことは第一

に」という事を教えて貰いました。自分にとっての第一はどう考えて

も「酒をやめること」です。被害者の方には体だけでなく、心にも傷

を負わせてしまいました。本当に申し訳なかったです。これから自

分の人生をやり直すため、酒をやめることを第一にＡＡのメンバー、

先輩の方たちの協力の下、生活を送っていきたいと思います。」と

いうような覚悟の言葉を述べました。 

裁判では先の述べましたように決して軽くはない判決が下されま

した。 

判決言い渡し後の面会で彼は、感謝の言葉を述べ、今後ＡＡと

繋がって生活していくこと、自分の覚悟について話してくれました。

彼の表情には明らかに希望がありました。 

４ 今回の事件を通して思うこと 

彼がＡＡと繋がることができ、希望を見出しせことは、弁護人とし

ても有難く、担当させて頂いて良かったと感じることができました。

ただ、もっと早く、彼がＡＡと繋がることができていたら、被害者が生

まれることも、彼の貴重な人生の時間が奪われることもなかったこと

を思うと残念です。 

一人で苦しんでいる方がＡＡに繋がれる仕組み作りの活動が実

を結び、一人でも多くの方が、一刻も早く希望を持てるようになって

欲しいと思っています。 

 

 

■ 『回復の物語 Vol.５』 発刊のお知らせ 
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出版担当理事 大迫 

2019 年 2月、『アルコホーリクス・アノニマス 回復の物語 Vol.5』 

が発刊となりました各地域のセントラルオフィスとＪＳＯにて３００円

（税込、Ｂ６サイズ、９１頁）で頒布しており

ます。 

この冊子は、AAの基本テキスト『アルコ

ホーリクス・アノニマス（通称：ビッグブッ

ク）』の英語第 4 版（2001 年改訂）の後半

に収録された回復の物語 4１編の中から

6編の翻訳となります。 

本書には「自分を安売りしたセールス

マン」「僕に欠けていたもの」「なぜなら私はアルコホーリクだから」

「必要なものは、すべて与えられた」「離陸不能」「ＡＡで学んだ飲ま

ない生き方」の 6 編が収録され、どの物語もアルコホリズムからどの

ように回復したかをアルコホーリク本人が語っています。 

本書の前書きに書かれているように、この冊子が AA 内外の多く

の人々に、とりわけ、今苦しんでいるアルコホーリクに読まれ、そし

て、「そうだ、自分と全く同じだ。何とか自分も回復したい」(ビッグブ

ック43ページ)という共感の輪と回復の連鎖がアルコホーリクのあい

だで広がっていくことを願っております。またアルコール問題に関

わる様々な関係者の皆様にも是非ご活用頂ければ幸いです。 

この『回復の物語』翻訳分冊シリーズの創刊に至る経緯は、2003

年ＡＡ日本第 8 回評議会で出版計画として承認されたことに遡りま

す。41編の物語は、20数名のボランティアの方たちによって翻訳さ

れました。その後、原文が忠実に翻訳されているかチェックをしたり、

ビッグブック本文の表現に合わせるなどの校正作業に、多くの時間

が費やされました。また同時進行で複数の出版物の準備を進めて

いることもあり、それから 7 年後の 2009 年 2 月、パイロット版 1000

冊が発刊されました。これは好評で 3週間で完売となり、2010年に

は正式版 Vol.1 が 2000 冊発刊となりました。パイロット版発刊から

今月でちょうど 10 年が経ちます。この間に当時下訳をして頂いた

ボランティア何名かは既に鬼籍に入っておられます。一つの翻訳

出版物ができるまでに、多くの時間がかかり、その陰には大勢の方

の協力と情熱があることをこの機会に読者の皆さんに知って頂け

れば幸いです。 

なお『回復の物語Vol.6』は 2019年中の発刊を計画しており最終

巻である『同 Vol.７』は 2020 年発刊を目標としています。 
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(*)グループ登録、代議員/連絡員登録 

地域評議員 

 

ステップ１２：これらのステップを経た 

結果、… 
伝統５：各グループの本来の目的は 
ただ一つ、… 

共同体の一体性のために 
（１２の伝統） 

１２ステップ活動の拠点であり、 

共同体の核、ミーティング開催は 

その活動の一つ。 

ＡＡグループ 

ＡＡの三つのレガシィ ＝ 三角形 

概念４：すべての責任あるレベル 
においては、… 

個人の回復のために 
（１２のステップ） 

今日一日、酒を飲まないで生きて 

今、苦しんでいるアルコホーリクを 

手助けし続けること。 
 

１２ステップ活動 

 

グループの良心 
代議員(GSR) 

日本・世界機構のサービスのために 
（１２の概念） 

グループの良心の集積の場が評議会であり、常

任理事会、ＪＳＯは、委託された執行機関。 

ゼネラルサービス 

オフィス委員(ＩGR) 

 

伝統８：ルコホーリクス・アノニマス

は、あくまでも職業化されず、… 

伝統９：AAそのものは決して組織

化されるべきではない。だが… 

地域サービス 

オフィス委員会 

運営委員会 

グループとしてインターグループ/セン

トラルオフィスのサービスを受けたい 

●グループ登録●ミーティング登録 
→ 献金と献身で支える 

※ニューズレター９２号（２００２年２月２０日発行）の３頁をリメイクしました。 

ＡＡの最高の権威であるグループの

良心を運ぶのが代議員 
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個人としてサービスを受けたい 

現在満足のいくソブラエティを続けている多数の

AA メンバーの経験によれば、「ドライドランク」や自
己憐憫の落ち込みから脱出するための最も効果
のある治療法は、まだ苦しんでいるアルコホーリクと

かかわることだという。（中略）1934 年、酒をや
めたビルWというアルコホーリクは、ニューヨーク市の
タウンズ病院に入院中の飲んべえたちの手助けを

しようとあれこれ努力した。だれ一人として関心を
示さなかったが、しかしビルは飲まずにいられた。 

「治療施設/医療機関と AA」より 

  助けて！  Ｈｅｌｐ！ 

今苦しんでいるアルコホーリク 

ゼネラルサービス構成要員 
 

・グループ代議員・地区委員・地域委員

会役員・地域の各サービス委員会・地域

評議員・Ａ類Ｂ類常任理事・常任理事

会委員会・ＷＳＭ評議員 

オフィススタッフ・ボランティアスタッフ 

地区委員会 

地域委員会 

地域集会 

評議会 

常任理事会 

ＪＳＯ 

インターグループ/セントラルオフィス 
●１２ステップコールの仲介●グループミーティングの紹介●Ａ

Ａを必要とする所への広報（スピーカーの派遣）●病院施設け

のメッセージ●地域イベントなどの開催 など 

オフィススタッフ・ボランティアスタッフ 

 

ＡＡメンバー 
ＡＡメンバー 

ＡＡメンバー 

ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
た
い
→
献
金
と
献
身
で
支
え
る 
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